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1．目的 

 学生の興味関心を測り、大学コンソーシアムひょうご神戸の加盟校等が結果を共有し、

加盟校等の教育改革や教育改善に生かすために実施。集計結果は、ひょうご産官学連携協

議会にて報告し、今後の各加盟校における教育改革や教育改善に生かす。 

 

2.   概要 

(1) 調査対象者 

 加盟校 36 校の学生（学年は問わない） 

 

(2) 回答方法 

PC、タブレット、スマートフォン等を使い、URL（https://qr.paps.jp/w83ym）、もしく

は二次元コードから、回答フォーム（Google Forms）にアクセスして回答。回答者を特定

できないように氏名の記入欄は設けず、また個人のメールアドレスの収集も行わない。 

 

(3)実施期間 

5 月 28 日（火）～7 月 5 日（金） 

 

(4)実施主体 

一般社団法人大学コンソーシアムひょうご神戸 

 

(5)内容 

質問は、学生生活に期待することや、大学コンソーシアムひょうご神戸でやりたいこと、

就職に関すること、単位互換制度についてなど計 27 問。所要時間は約 10 分 

 

3. 結果 

 大学コンソーシアムひょうご神戸加盟校 28 校の学生計 1506 人が回答 

 

回答校一覧（28 校） 

明石工業高等専門学校、芦屋大学、大手前大学、大手前短期大学、関西国際大学、関西福

祉大学、関西学院大学、甲南大学、甲南女子大学、神戸大学、神戸医療未来大学、神戸学

院大学、神戸芸術工科大学、神戸国際大学、神戸市外国語大学、神戸市看護大学、神戸松

蔭女子学院大学、神戸女学院大学、神戸女子大学、神戸女子短期大学、神戸親和大学、神

戸常盤大学、神戸薬科大学、兵庫大学、兵庫教育大学、兵庫県立大学、芸術文化観光専門

職大学、流通科学大学 
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2 通っている学校名を教えてください  

 学校名 回答数    学校名 回答数 

1 神戸学院大学 155   20 神戸松蔭女子学院大学 23 

2 神戸大学 147   21 神戸医療未来大学 21 

3 関西国際大学 125   22 神戸芸術工科大学 15 

4 神戸常盤大学 103   23 甲南女子大学 11 

5 甲南大学 99   24 兵庫大学 3 

6 神戸親和大学 99   25 神戸女子短期大学 2 

7 兵庫教育大学 92   26 関西福祉大学 2 

8 兵庫県立大学 91   27 明石高専 1 

9 神戸女学院大学 76   28 芦屋大学 1 

10 関西学院大学 68      

11 神戸国際大学 57      

12 神戸市外国語大学 47      

13 芸術文化観光専門職大学 47      

14 神戸薬科大学 43      

15 大手前大学 40      

16 流通科学大学 39      

17 神戸女子大学 38      

18 大手前短期大学 38      

19 神戸市看護大学 23      
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52%

28%

23%

52%

24%

62%

24%

31%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

友人をつくる

サークルや部活動

アルバイト

資格取得

留学、語学を身につけること

専門分野での学び（ゼミ活動など）

専門分野以外の教養を身につけること

就職活動への支援

3 あなたが大学生活で期待することは何ですか。３つまで選んでください

58%

6%

44%

15%

12%

66%

18%

14%

0% 20% 40% 60% 80%

学習面のこと

家庭に関すること

生活費など金銭面のこと

友達や仲間ができないこと

アルバイト、サークルなどでの人間関係

就職や進路に関すること

健康面のこと

恋愛面のこと

4 大学生活での悩みや困っていることは何ですか。3つまで選んでください
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35%

41%

21%

23%

14%

25%

22%

36%

6%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

留学生との国際交流

他大学の学生との交流

企業と課題を解決する学生交流プロジェクト

地域の活性化や地域貢献

ビジネス・起業

就職支援事業

他大学の講義に参加して単位を得る事業（単位互換事業）

ボランティア活動事業

広報事業

いずれも興味がない

5「大学コンソ」は、あなたも参加できるイベントを主催しています。

あなたが興味があるものを３つまで選んでください

31%

52%

17%

41%

40%

17%

35%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

美術鑑賞を楽しむ企画

スポーツをしたり、観戦する企画

歴史を学ぶ企画

登山やキャンプなどのアウトドア企画

子ども食堂など地域社会とつながる企画

災害の歴史や防災について学ぶ企画

日本酒や神戸牛など、兵庫県産ブランドを学ぶ企画

6 他大学の学生や、外国人留学生と交流を深めるなら、どんな企画がいいですか。

興味があるものを3つまで選んでください
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7 問６の回答以外に、どんなイベントなら参加したいですか？自由にお書きください。 

198 件の回答 

 

「他大学の学生や外国人留学生と一緒に〇〇したい」で、〇〇に入るものが以下。 

・43 文化交流 

・36 学び（ディスカッション、グループワーク、発表） 

・31 食（カフェ運営、お菓子パーティー、バーベキュー） 

・18 スポーツ、アウトドア（登山、サッカー、キャンプ） 

・15 旅（観光地巡り） 

・10 ゲーム（ボードゲーム、ビデオゲーム） 

・8  ボランティア（ゴミ拾い、マラソンの沿道ボランティア） 

・5   音楽（吹奏楽合同演奏会） 

・3   演劇 (共に劇を作り、上演） 

・3   映画（映画鑑賞会） 

・1   ビジネス(創業） 

 

文化交流は、外国人留学生を対象にしており、真面目で抽象的な回答が多かった。 

食に関するものは、「アフタヌーンティーをしながら英会話」「一緒に料理」と、食＋文化交流

の要素での具体的な回答が多かった。スポーツも同様で、「A sport events such as marathon, 

football match, volleyball or table tennis」と、スポーツをきっかけに、交流を深めたい

思いが強い。 

なお、カテゴリー分けできないものとして、「自分史を発表する企画」「天体観測」「シャボン玉

を飛ばして道行く人を笑顔にする」「恋愛に関するイベント」などユニークな企画もあった。 
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11 問 10 で「受けてみたい」と答えた人にお聞きします。それはなぜですか？ 
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12 問 10 で「受けてみたくない」「どちらともいえない」と答えた人にお聞きします。 

それはなぜですか？ 

13  「単位互換制度」が、移動のないオンライン授業や、時間に縛られないオンデマンド授業なら受け

てみたいですか 

 

 

 

14 どんな「単位互換制度」の講義なら、受けてみたいですか。自由にお書きください。 

 

344 件の回答があり、具体的な講義内容を書いている 172 件を分析したところ、 

・社会科学（経済学、心理学、マーケティング）79 件 

・人文学（哲学、歴史、文学）57 件 

・科学（気象学、物理、天文学）21 件 

・情報学（R 言語、コード、AI）8 件 

・医歯薬学（スポーツ生理学、創薬）6 件 

・人文学/社会科学（ジェンダー論）1 件 

という結果になった。 

 

自由意見の中には、受けてみたい講義のイメージを書いたものも多かった。 

・ディスカッションの授業 
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・長期休暇や土日にオンラインで受けたい 

・文系の人が理系科目、理系の人が文系科目を学べるようなもの 

・その大学ならではの授業 

・同じ将来を目指す人とつながる講義 

・専攻する学部の専門科目を他校で受けてみたい 

 

 

15 大学時代にインターンシップをするなら、どんな企業、団体を選びたいですか。１つだけ選んでく

ださい。 
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48%

20%

6%

44%

16%

19%

7%

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

まちづくり、まちおこし（おまつり、地域イベントへの参加など）

子ども、青少年育成（子ども食堂への参加など）

地域安全（交通安全見守りなど）

自然、環境保全（ゴミ拾い、清掃活動）

保健、医療、福祉（献血、介護福祉施設での傾聴など）

芸術、文化、スポーツ

被災地の復旧支援（災害被災地での活動）

国際協力、支援（留学生支援や難民支援、通訳など）

18 問17で、「ボランティア活動をしたことがある」と答えた人にお聞きします。どんな

ボランティア活動ですか。あてはまるものをすべて選んでください
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19 問 17 で「ボランティア活動をしたことがある」と答えた人にお聞きします。ボランティア活動の

頻度について教えてください 

 

 

 

  

 

  

24%

15%

30%

33%

29%

15%

8%

17%

6%

20%

22%

10%

13%

11%

5%

24%

6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

貧困をなくそう

飢餓をゼロに

すべての人に健康と福祉を

質の高い教育をみんなに

ジェンダー平等を実現しよう

安全な水とトイレを世界中に

エネルギーをみんなに そしてクリーンに

働きがいも経済成長も

産業と技術革新の基盤をつくろう

人や国の不平等をなくそう

住み続けられるまちづくりを

つくる責任つかう責任

気候変動に具体的な対策を

海の豊かさを守ろう

陸の豊かさを守ろう

平和と公正をすべての人に

パートナーシップで目標を達成しよう

20 2030年をめどにした、国連が掲げるSDGs（持続可能な世界を作るための達成目

標）には17項目があります。あなたが関心ある項目を３つまで選んでください
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23 授業以外の時間、学内外のイベントに参加しやすい時間帯は

いつですか。３つまで選んでください
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28%

24%

32%

28%

24%

27%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

英語村

ビジネスマナーと三味線

地域の子育て支援拠点・子どもの居場所で活…

兵庫津ミュージアムでのワークショップ

ひょうご留学生インターンシップ

いずれも興味がない

27 大学コンソが7月から9月にかけて主催する下記イベントで

興味があるものはありますか？

興味があるものを3つまで選んでください
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4. 調査のまとめ 

回答のあった 1506 人のうち、1～4 年生で 88.5％を占めた。 

「学生生活全般」「大学コンソーシアムひょうご神戸」「勉学」「就職」「SDGs への関心」

「SNS」などについて尋ねている。 

 

問３大学生活で期待すること（複数回答）は、 

「専門分野での学び（ゼミ活動など）」（61.5％） 

「資格取得」（51.7％） 

「友人をつくる」（51.5％） 

資格取得が高い。実学志向の強まりが感じられる。 

 

問４悩みや困っていること（複数回答）は、 

「就職や進路に関すること」（65.8％） 

「学習面のこと」（58.１％） 

「生活費など金銭面のこと」（43.5％） 

金銭面のことが 3 位に入った。経済的困窮を訴える学生に対する支援が求められる。 

 

問５興味があるイベント（複数回答）は、 

「他大学の学生との交流」（40.6％） 

「ボランティア活動事業」（35.9％） 

「留学生との国際交流」（35.１％） 

若い世代は、ボランティアへの参加が当たり前になっており、抵抗がない。 

 

問６他大学の学生や外国人留学生と交流を深めるなら（複数回答）は、 

「スポーツをしたり、観戦したりする」（52.2％） 

「登山やキャンプなどのアウトドア」（41.4％） 

「子ども食堂など地域社会とつながる企画」（40.4％） 

アイデアを募った自由記述には、198 人から回答があった。 

スポーツでの一体感を楽しむことや、アウトドアが人気。地域とのつながりも上位。 

 

問８授業を除いた 1 日の学習時間は、 

「30 分～1 時間未満」（26.３％） 

「1 時間以上～１時間半未満」（21.4％） 

「1 分以上～30 分未満」（17.6％） 

「2 時間以上」（15.４％） 

「1 時間半以上～2 時間未満」（12.5％） 
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「０分」（6.8％）。 

30 分以上～1 時間、1 時間以上～1 時間半未満の２つで約半数を占めた。 

 

問９単位互換制度は、 

「知らない」（59.３％） 

「知っている」（40.7％） 

「知らない」が「知っている」を上回った。周知に課題が残る。 

 

問 10、11、12、13 単位互換制度を「受けてみたい」は（48.1％） 

理由は、「教養を身につけたいから」（38.2％）がトップ。 

「どちらでもない」（42.2％）、「受けたくない」（9.7％）の理由は、 

「他大学への移動が大変だから」（53.4％）がトップ。 

一方で、「オンラインやオンデマンドであれば、受けてみたい」（67.1％）という結果。 

どんな講義を受けてみたいかを尋ねた自由記述には、344 人から回答があった。 

他大学に行くのは、「タイパ（タイムパフォーマンス）が悪い」が、「オンラインやオンデ

マンドであれば受けてみたい」というのは、若者へのアプローチが鍵となることを示唆し

ている。 

 

問 15 インターンをするなら、どのような企業や団体を選びたいかは、 

「大企業」（31.9％） 

「わからない」（24.1％） 

「中小企業」（14.6％） 

「国や地方自治体」（11.3％） 

「外資系企業」（9.3％） 

「NPO や NGO」（8.8％） 

大企業志向が強い。日本企業の 99％は中小企業である。「わからない」とこたえた若い学

生に、県内優良企業の魅力をわかってもらうことが、県内就職へとつながるのではないか。 

 

問 16 就職先の希望地域は、 

「関西」（36.9％） 

「兵庫県内」（18.2％） 

「わからない」（15％） 

「神戸市内」（8.9％） 

「その他国内」（8.8％） 

「首都圏」（7.6％） 

「海外」(4.7％) 
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関西、兵庫県内、神戸市内を合わせ、約６割。加盟校の学生は、地元志向が強めといえる。 

 

問 17 ボランティア活動をしたことが「ある」（59.4％）、「ない」（40.6％）。 

高校生までにボランティアを経験することが、もはや当たり前になっている 

 

問 18 やったことのあるボランティア（いくつでも）は、 

「まちづくり・まちおこし」（48％） 

「自然・環境保全」（44.4％） 

「子ども・青少年育成」（20.3％） 

小中学校や高校の授業で取り組みがありそうなものや、清掃活動など若い世代でも比較的

取り組みやすいボランティアが上位に並んだ。 

 

問 19 ボランティアの頻度は、「現在は活動していない」（52％）がトップ。 

「2、３か月に 1 回」（11.7％） 

「半年に１回」（10.9％） 

「月 1 回」（9.9％） 

「年１回」（7.8％） 

「週に１回」（7.6％） 

何かしらのボランティアを、頻度に差はあるものの、48％は続けている。 

 

問 20 SDGｓで関心があるもの（複数回答）は、 

「質の高い教育をみんなに」（33.3％） 

「すべての人に健康と福祉を」（30％） 

「ジェンダー平等を実現しよう」（28.9％） 

回答者のほとんどは、大学進学をかなえた学生であり、「質の高い教育をみんなに」とい

う思いにつながったのだろうか。「ジェンダー平等を実現しよう」は、学生の問題意識の

表れ。「すべての人に健康と福祉を」は、コロナ禍を経験した正直な思いか。 

 

問 21 週に何日アルバイトをしているかは、 

「２、３日」（42.5％） 

「していない」（33.7％） 

「4～6 日」（14.2％） 

「1 日」（8.6％） 

「毎日」（0.9％） 

週に 2、３日が平均的な数字。 
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問 22 週に何日、部活動、クラブ活動、サークルで活動するかは、 

「入っていない」（52.9％） 

「1 日」（22.7％） 

「２、３日」（17.4％） 

「4～６日」（5.8％） 

「毎日」（1.1％）  

「入っていない」が多い。SNS の普及で、気軽に同じ趣味を持つ人と知り合い、交流でき

るようになったからか。 

 

問 23 授業以外で、学内外のイベントに参加しやすい時間帯（複数回答）は、 

「平日 17～20 時」（35.2％） 

「土日 13～17 時」（34.7％） 

「土日 12～13 時」（23.4％） 

平日夕方以降、土日が好都合との結果になった。 

 

問 24 よく利用する SNS（複数回答）は、 

「LINE」（75.1％） 

「Instagram」（67.7％） 

「You Tube」（66.3％） 

「Ⅹ」（40.1％） 

「Tik Tok」（22.7％） 

「Facebook」（6.8％） 

LINE、Instagram、You Tube、X、Tik Tok、Facebook の順。 

 

問 25 SNS を利用している時間は、 

「2～３時間」（29.2％） 

「1～2 時間」（26.4％） 

「４時間以上」（19.5％） 

「3～4 時間」（14.3％） 

「1 時間未満」（10.5％） 

2～３時間が約 3 割。4 時間以上も約２割。 

 

問 26 アンケート回答前に、大学コンソを 

「知らなかった」（86.5％）  

「知っていた」（13.5％） 

知名度は、約 1 割と寂しい結果に。 
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問 27 大学コンソ主催イベントへの興味（複数回答）は、 

「子どもの居場所で活動しよう」（32.1％） 

「兵庫津ミュージアムでのワークショップ」（27.6％） 

「英語村」（27.6％） 

「いずれも興味がない」（27％） 

「ビジネスマナーと三味線」（23.8％） 

「ひょうご留学生インターンシップ」（23.5％） 

いずれも興味がないが約３割。大学コンソには、興味関心を高められるイベントづくりが

求められている。 


